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岐阜県荘川村における1994年恐竜化石発掘調査報告

第3次岐阜県恐竜化石調査団＊

ReportontheDinosaurFossilExcavationin1994

atShokawa－mura，GifuPrefecture，Japan

TheGifu－kenDinosaurFossilExcavationParty

1．はじめに

岐阜県大野郡白川村の大白川上流域に分布する手取層群の中から恐竜の足跡化石が発見され（国

光ほか，1989），それを契機に結成された岐阜県恐竜化石学術調査団（第1次）は，1990－1992年の

3年間にわたり白川村一荘川村地域に分布する手取層群について広範な学術調査を実施した（岐阜

県恐竜化石学術調査推進委員会，1993）。

第1次調査団に引続いて組織された第2次調査団は，第1次調査団が荘川村地域において恐竜化

石が含まれる可能性の高い地層として特定した地点の中から，尾上郷川支流大黒谷上流域の1地点

を選び，1993年夏に発掘調査を行った。しかし，恐竜化石の発見には至らなかった（第2次岐阜県

恐竜化石調査団，1994）。

こうした経過を受けて第3次調査団が組織され，第2次調査団による発掘地点とは別の大黒谷中

流域の地点を恐竜化石が産出する可能性の高い地点として選び，1994年夏に発掘調査を実施した。

本報告はその調査結果をまとめたものである。ただし，1995年夏にも同一地点で引続いて発掘調査

が実施される予定であるため，詳細はその結果を待って報告し，ここでは産出した化石を中心に調

査報告を簡単に述べる。

本報告をまとめるにあたり，恐竜化石の鑑定に協力いただいた福井県立博物館の東　洋一博士，

発掘作業に格別の理解と協力をいただいた荘川営林署，荘川村，森建設㈱，民宿「中島」の各位に

厚くお礼申しあげる。また，岐阜大学教育学部地学科の2，3年生の諸君には化石採取作業にご協

力いただいた。ここに感謝の意を表する。

2．地質概要および発掘経過

発掘地点は，大黒谷中流域にあたる大黒谷林道ぞいの露頭（北緯36002′22′′，東経136053′31〝，標

高約940m）であり（第1図），岐阜県恐竜化石学術調査推進委員会（1993）の第III－1図のN地点に

あたる。この地点を選んだ理由は，これまでにこの露頭から崩れた転石中から大型爬虫類の歯の化

石が3点発見されており（岐阜県恐竜化石学術調査推進委員会，1993），この地点から恐竜化石が発

見される確率が高いと考えたためである。発掘作業は1994年7月20日～29日の10日間にわたり行わ

れた。

（1）地質の概要と発掘層準

発掘地点をふくむ尾上郷川流域に分布する手取層群は，下位から，大谷山累層，大黒谷累層，ア

マゴ谷累層，別山谷累層の4累層に区分され，これらの積算層厚は，2，300m以上に達し，すべて整

合に重なる（岐阜県恐竜化石学術調査推進委員会，1993；第2図，第1表）。これらのうち，恐竜化
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石を含む可能性の高い層準は大黒谷累層の最下部

とアマゴ谷累層の最下部である。

発掘地点には厚さ約35mにわたる地層が分布

し，それらはアマゴ谷累層の最下部層準にあたる。

その中で林道面より約20m高い位置に約100cmの

厚さで分布する細粒砂岩層が発掘の対象となる地

層であり，ここではそれを便宜的に「恐竜化石含

有層」と呼ぶ。

（2）発掘方法と経過

露頭の掘削は「恐竜化石含有層」を重機（バッ

クフォー）を用いて層位掘り（層画法）で行った

（第3図）。林道よりもかなり高い不安定な場所を

掘削したため，掘削された岩石は荘川村新渕の「荘

川の里」まで搬出し，そこで化石の採取作業を行っ

た。

1）掘削作業（7月20日～22日）

「恐竜化石含有層」より上位にあたる露頭斜面

を掘削して，「恐竜化石含有層」の上層面を幅約8

m，奥行き約5mにわたり露出させたうえで（図

版1，2，3），同層を厚さ70cm～100cmにわたって

掘削し，掘削した岩石をトラックにより搬出した。

掘削作業に並行して，露頭全体にわたる柱状図を

作成した。

2）化石採取（7月23日～29日）

搬出された岩石を「恐竜化石含有層」の岩石と

それ以外の岩石に区分し，前者を手作業で細片化

しながら含有化石を採取した（図版4）。

3）発掘作業以後の経過

09月上旬～10月下旬に採取された化石のクリー

ニング作業を行い，保存処理を行うとともに，

採取化石のリストを作成した。

010月9日に補足調査として「恐竜化石含有層」

を中心に詳細な地質柱状図を完成させた。

011月11－12日に福井県立博物館所蔵の恐竜化石

の標本と比較し，同定を行った。

3．発掘地点の地質と含有化石

（1）地質

発掘地点における厚さ約35mにわたる地質柱状

図を第4図に示す。ここではすべての地層が整合

に重なり，おもに細粒砂岩およびシルト岩からな

り，中粒砂岩や泥岩などをともなう。全体として

岐阜県地図

第1図　掘削地点の位置

国土地理院発行，5万分の1地形図「白山」を使

用した。

×印は掘削地点
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第2図　荘Ii閤尾上郷川流域における手取層群の地質図及び地質断面図（岐阜県恐竜化石学術調査推進委員会（1993）

に基づき一部改変）
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第1表　尾上郷川流域における手取層群の層序と岩相（第2次岐阜県恐竜化石調査団（1994）による）

層　　　序 �*�����.�����,�����ｮ(�����｢�お　　　も　　　　を　　　化　　　石 

別山谷累層 弌(�8,ﾈﾏｨ*)�Y{�ﾛｸｮ(,n$舒(,ﾈﾄｩ]H+X*��.x,�.��H4�8ｸ5ﾈ5(�ｸ684�486x,ﾉ(h自�R�$�*ｨｭﾈ-ﾈ.ｨ.�+�,h*ｨ*�.��B�保存状態のよい植物化石を含む． 

アマゴ谷累層 �(i{�ﾛｸｮ(ｷ�-�ﾝy{�ﾛｸｮ(,i4Hｮ(,ﾈﾍﾙ�r�植物化石を豊富に含み，脊椎動物化石及び淡水 生の軟体動物化石を含む． 

大黒谷累層 ��yyﾘ,ﾉk驂H,胃y{�ﾛｸｮ(,i4Hｮ(,ﾈﾍﾙ�x�B�淡水一海水生の軟体動物化石を多く含み，植物 
凝灰岩をはさむ． �ｹ���9�hﾚﾘ峪���9�),Y:饂�ｹ��.�ｭﾈ-ﾈ.ｨ.��B�

大谷山累層 弌(�8,ﾈﾏｨ*(�8自�Y{�ﾛｸｮ(�I�移ﾘ*ｩ�Ihr�-ﾘ.x.ｨ.��B�淡水一汽水生の軟体動物化石を含み，植物化石， 生痕化石，脊椎動物化石も含まれる．大白川上 流域の恐竜の足跡化石は本層上部である． 
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第3図　調査地点の露頭全景と「恐竜化石含有層」の位置

淘汰が悪く，雲母片を多く含み，一部でそれらが層状に濃集している場合がある。走向はN40。W，

傾斜は18。Sで　周辺地域における手取層群の一般的な走向，傾斜とおおよそ同じである。

細粒砂岩は，暗灰色をなし，風化すると灰褐色になる。淘汰が悪く，粗粒部や泥質部をともなう。

平行薬理がよくみられ，薬理面に沿ってしばしば雲母片や炭質物が濃集している。「恐竜化石含有層」

は厚さ約100cmの細粒砂岩からなる。

シルト岩は，露頭の中・下部に多く見られる。暗灰色一黒色をなし，風化すると褐色になり，葉

片状に剥がれるように割れることが多い。露頭の中部では，細粒砂岩と互層するが　下部はビンル

ト岩が優勢となる。平行葉理がよくみられ，露頭最上部では白色をなして凝灰質にみえる。

中粒砂岩は，塊状で灰色をなし，風化すると褐色を帯び，露頭上部では赤色を帯びる。「恐竜化石

含有層」の直下にある砂岩層は，幅10数mにわたって下位層を削り込んで堆積しているように見え



I　　●　　●　●　●　　●　　●　　●　　●　　●　●　　●　　●　　●　　●　　●　　●　　●　●

●　　●　　●　　●　　●　●　　●　　●　　●　　●　　●　　●　　●　●　　●　　●　　●　　●　　●

●　●　●　●　●　　●　　●　●　　●　　●　　●　　●　　●　　●　　●　　●　　●　●　　●

●　●　●　●　●　　●　　●　●　　●　　●　　●　　●　　●　　●　　●　●　　●　　●　　●

●　●　　●　　●　　●　●　　●　　●　●　　●　　●　　●　　●　　●　　●　　●　　●　　●　　●

●　●　　●　　●　　●　　●　　●　　●　　●　　●　　●　　●　　●　　●　●　　●　　●　　●　　●

●　●　●　●　　●　　●　　●　●　　●　　●　●　　●　　●　　●　　●　　●　　●　　●　　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　　●　●　●　　●　　●　●　　●　　●　　●　●　　●　　●　●　　●　　●　　●　●

●　　●　　●　　●　●　●　　●　　●　●　　●　　●　●　　●　　●　　●　　●　　●　　●

●　●　●　　●　　●　●　　●　　●　●　　●　　●　　●　●　　●　　●　●　　●　　●

●　　●　●　●　　●　　●　●　●　　●　　●　　●　　●　　●　●　　●　　●　●　　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

◆　…　…　…　◆　●　●　●　●　●　●　●

●　　●　●　　●　　●　　●　　●　　●　●　　●　　●　●　　●　　●　　●　●　　●　　〃

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　　●　　●　●　●　　●　●　●　　●　●　●　　●　　●　●　　●　　●　　●　●

●　　●　●　　●　　●　●　　●　●　●　　●　　●　●　　●　　●　　●　●　　●　　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

mss最下部は波状の葉理発達
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材化石のぬけた跡が多い

材化石を多く含む　最大長220cm
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風化している部分は赤味

泥質レキを含む

部分的にラミナ発達
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炭化材・植物片を含む
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材化石・タニシ・二枚貝を

まれに含む

雲母片を部分的に含む

ブロック状～レンズ状に砕ける

S冊黒色

雲母片を含む
mss灰色mv

雲母片を含む ）
植物片を含む

ブロック状～レンズ状に砕ける

SiIt～Vfss暗灰色

雲母片を含む

ラミナ発達

fss時灰色

mss灰色

炭質物を多く含む部分はやや粗い
一部貢岩様

Siit～Vfss黒色

級化構造

mss時灰色

炭質物を多く含む

第4図　調査地点の地質柱状図
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←一一三三三品が波うつ

ラミナ発達

SjIt灰褐色～黄褐色

S帖cious

mV

ポドザミテス密集

；石・葉片化石を多く含む
－材化石含む
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＼－境界部が緑色に見える
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mss暗灰色　風化すると赤味mv
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部分的にラミナが発達

下部はやや粗い

ポドザミデス等

fss時灰色　粗い部分は風化すると赤味

上方粗粒化　一部にラミナが発達
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炭質物
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るため，これまではチャネル構造をなすとされていた（公文・加納，1991：岐阜県恐竜化石学術調査

推進委員会，1993）。しかしながら，この中粒砂岩層は，いくつかにわかれたブロックの問に下位の

泥岩層がパイプ状に入り込んでロードキャストなどの荷重変形構造を作っており，それにより厚さ

約3mの砂岩層がブロックごとに移動して，下面が摸んで見えているにすぎない。

泥岩は，シルト岩や細粒砂岩に挟まれるようにわずかにみられ　黒色をなす。

（2）化石

発掘地点の露頭から得られた化石のうち，「恐竜化石含有層」から得られた化石については次項で

触れる。それを除くと，数層準から下記のような軟体動物化石が得られているが，いずれも散在す

る程度で　種類も少ない。巻貝については保存状態が悪いため同定に問題がある。

めhaerium s上房S．Coreanicum，

Viuゆams on略OenSお，

V言切

H名a P　め

植物化石は露頭全体から得られるが，それらのうち比較的保存状態の良好な標本として次のよう

な植物化石が得られている。これらの中には，産出層準は不明であるが，転石から得られたものも

含まれる。

OnychiopSおeloク徳aia，

H）do2amites hnceohtus，

Gleichenites妙

EQutsetites usima7enSIS，

これらのほかに，「恐竜化石含有層」直下の中粒砂岩層には，直径約30cm，長さ約220cmに及ぶ材

化石が含まれており，年輪もみられる。一端が根の部分のように広がって直立しているようにみえ

るが　その伸長方向が地層の傾斜とは斜交することから，運ばれてきた材化石と考えられる。

4．「恐竜化石含有層」の層相と含有化石

（1）層相

「恐竜化石含有層」は，厚さ約100cmで　全体として淘汰のわるい暗灰色の塊状細粒砂岩からなる。

下位の泥岩層とは漸移関係にあり，岩相や化石の産状から大きく上部と下部にわけられる。

下部は約40cmの厚さで　きわめて淘汰が悪く，泥質部と粗粒部が混在する。風化すると赤紫色に

なる。数mm－10mmほどの暗青灰色をした泥質礫が含まれ，それが風化すると多孔質な軽石のような

ものにみえる。化石は軟体動物化石を多く含み，植物化石はほとんど含まれない。恐竜化石はすべ

てこの部分から発見された。

上部は，およそ60cmの厚さで部分的に粗粒部をともなう。風化すると褐色を帯びるようになる。

下部と異なり軟体動物化石はきわめて少なく，植物化石を多く含み，それは最上部でもっとも多く

なる。

（2）化石

「恐竜化石含有層」の下部から得られた脊椎動物化石と軟体動物化石についてまとめる。上部か

ら得られた植物化石としてはOnychiopsisst）．やn）dozamitessp言などがあるが　それらの保存状態

は悪い。

1）脊椎動物化石

「恐竜化石含有層」の下部から得られた脊椎動物化石を第2表に示す。これらのうち，恐竜化石

は，保存状態の良好な獣脚類の歯1本（図版5），下部が破損した馬脚類の歯1本（図版6），歯と
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第2表　採取された脊椎動物化石の種類と特徴

標本番号 兒ｨ����}��部位 ��X��*ｸ��+8�蒙ﾘ�｢�特　　　　　　　徴 ��ﾈ��Ux��gｸ��,h��,ﾈ��NH��ｧ"�

940727キvOl 几9Mim｢��(ｷ(懐m｢�歯 俐Y�Y+x�����B�上部を欠く単体の歯で ����ﾈ�YY�Hﾊx,X蝌�+X+ﾙUygｸ�兀��最大幅　　10 仗��X�9�8胸YH,h.�,仍磯X,ﾒ�井県立博物館，1990）と一致しな 

最大厚　未測定 僖h-�.x.ｨ,�*(�"�い。 

940728キvO4 �+儁YI"�+亶(懐m｢�歯 俐Y�Y+s���ﾜY�YYﾓ���ﾜY�Xﾏｨ��r�歯根部が破損し，歯冠部が 保有されている。偏平扇状 で1本の明瞭な稜がみら れる。 �+�.ｨ-ﾈ,X,�:�ｩ&�5�*�.x蝌�+X+ﾒ�Uygｸ�弍)Xﾈﾊxｻ�{8峪�隗x��+(ﾛ��B����X檍�3�涛8�ｨ*�.h-����ﾈﾊyI"�_I�ｨ,ﾉUygｸ�兀�HﾊyzyH饂渥��2��涛��ｨ,hﾙ8騙+x.��"�

940728キvO6 几9MYm｢�{8ｷ(懐mｨ���」上し 凶 俐Y�Y+y�ｩ.姥9Eﾂ�ﾜY�YYﾙ�ｩ.姥9Eﾂ�ﾜY�Xﾏｩ�ｩ.姥9Eﾂ�破損しており，亜円形の形 が一部残されている。表面 に縮緬状構造が残る。 ��ﾂ�

940728キvO3 几9MYm｢�{8ｷ(懐mｨ���」上し 凶 俐Y�Y+y�ｩ.姥9Eﾂ�ﾜY�YYﾓ�"�ﾜY�Xﾏｨ��R�歯の中央部を欠く歯冠片 で全体の構造は不明。表 面に数条の線が走る。 ��ﾂ�

940723キvOl 僵�����{8���6ﾘ+X98�"�歯 俐Y�Y+s�2�ﾜY�YYﾘ��b�ﾜY�Xﾏｨ��b�歯の表面の一部を残してい るが，原型をとどめない。 ��ﾂ�

940729キVO4 �'x����{8���6ﾘ+h�"�一重t二． 凶 俐Y�Y+y�ｩ.姥9Eﾂ�ﾜY�YYﾙ�ｩ.姥9Eﾂ�ﾜY�Xﾏｩ�ｩ.姥9Eﾂ�歯の断面。 ��ﾂ�

940728キvO2 �4ｨ��8���m｢�縁骨板 俐Y�Y+s�R�ﾜY�YYﾓ�2�ﾜY�Xﾏｨ��2�位置は不明であるが，表面 に鱗板痕が残る。 ��ﾂ�

940726キVOl �4ｨ��8���m｢�板　骨 俐Y�Y+yj)�ｩ.��ﾜY�YYﾙj)�ｩ.��ﾜY�Xﾏｨ��"�母岩中に残る破片で断面 に海綿状組織が残る。 ��ﾂ�

940724キvOl ��h��(���}��骨　片 俐Y�Y+s�b�ﾜY�YYﾓ�R�ﾜY�Xﾏ｣�"�位置不明。長骨の一部と思 われる。 ��ﾂ�

940725キvOl ��h��(���}��骨　片 俐Y�Y+s�R�ﾜY�YYﾓ�B�ﾜY�Xﾏ｣�"�官組織の一部が残る。 ��ﾂ�

940727キvO2 凩饅ｩW9k��骨　片 俐Y�Y+y�ｩ.姥9Eﾂ�ﾜY�YYﾙ�ｩ.姥9Eﾂ�ﾜY�Xﾏｩ�ｩ.姥9Eﾂ�位置，部位とも不明。海綿 状組織の一部が残る。 ��ﾂ�
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推定される標本4個体（図版8）である。

これらはすべて単体であり，多くが破損，磨耗していることから，水流によって運ばれてきたも

のと考えてよい。

2）軟体動物化石

「恐竜化石含有層」の下部から得られた軟体動物化石としては，陶砂an俗OnC埋OenSふV詰れP綴

P sp．が多く，そのほかに　Unio（概2mをoensis．∴U t妙．虚）haerium　や．d S coleanicum．Mi－

CrVmehlnわst）．d M katoensts．Itomehmidsp．，Unioniddeなどを産する。二枚貝には合殻のもの

が多く，巻貝には破損しているものが多い。また，数mm以下に粉砕された貝の殻片を多く含み，同

時に巻貝（ViびわamsP）の蓋の化石も多く含まれる。

5．「恐竜化石含有居」の層準について

ここでは，発掘地点における恐竜化石の産出層準について若干の考察を行い，「恐竜化石含有層」

及び発掘地点全体にわたる堆積環境など全体にわたる検討結果は，引き続き実施される予定の発掘

調査の結果を得てからまとめる予定である。

これまでにこの地点において得られた恐竜化石はチャネル構造を持つ中一粗粒砂岩層に挟まれる

細粒砂岩層に由来する転石から産出したとされてきた（岐阜県恐竜化石学術調査推進委員会，1993）。

しかしながら，実際には詳細を地質柱状図を作成することによってチャネル構造は否定され，しか

も恐竜化石を含む地層はその直上位にある細粒砂岩層であることが明らかとなり，これまでの考え

を改める必要がある。産出層準を誤認した第一の原因は，それが急峻な露頭の高い位置にあり，危

険を伴ったために転石の正確な出所を確認しなかったことである。さらに，確認せずに済ませた理

由は，みかけ上のチャネル構造が化石類を集積する確率の高い河川堆積物であると強く印象づけ，

こうした場所の転石の中から恐竜化石が発見されたことで　それが産出層準という先入観でみてし

まったことである。

実際の産出層準である細粒砂岩層の岩相だけを比較すれば，1993年の発掘層準における地層「カ

メ層」も淘汰の悪い細粒砂岩層であった（第2次岐阜県恐竜化石調査団，1994）。堆積環境について

は別に検討するが，おそらく恐竜の骨や歯の比重が細粒砂の運搬に際して適度な浮力を与えるため

に，それらがうまく運搬されて堆積し，含まれる確率が高まるのであろう。これに堆積環境が加味

されて，恐竜化石が得られる層準が限られるようになるのであろう。
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図版1　露頭の全景（掘削前）
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図版2　露頭の全景（掘削後）
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図版3　露頭掘削の様子
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図版4　化石採取作業
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図版5　獣脚類
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図版7　カメ板骨
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図版6　鳥脚類
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図版8　竜脚類


